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研 究 主 題

自主的に活動できる生徒を育てる指導の工夫

1主 題設定 の理由

新 中学校学 習指導要領 の完全実施を来年 度に控え,今,ま さに中学校教育 は大 きな転換期

にある。新 指導要録 にお ける評価 の観点 での,「 関心 ・意欲 ・態度 」の示 し方 にも見 られ る

よ うに,生 徒 に 自ら学ぶ意欲 を もたせ,主 体的に学習す る態度を 身に付 け させ る ことが,今

後,一 層重要 にな って くる。 このこ とは,音 楽科 の 目標であ る 「音楽性の伸長 」,「 音楽 を

愛好す る心情 と音楽 に対す る感性の育成 」及び 「豊 かな情操 の養成 」を達成す るための根底

を なす もの としてとらえ てお く必 要が あろ う。

さて,我 々,音 楽科教育 を担 当する教師が,絶 えず工夫 し,解 決 を図 っていか なければ な

らない課題 として,以 下の ものが挙げ られ よ う。

・基礎 ・基本の定着を図 る指導内容 ・方法の工夫

●創造 的な表現能力 と幅 広い鑑賞能力を高め る指導 内容 ・方法 の工夫

・生徒 を 自主的 かつ主体的に学習 させ るための 指導 内容 ・方法 の工 夫

もちろん,各 学校 ご との課題 は,地 域や学校 及び生徒の実態の違 いによ って多様 である。

しか し,上 記の課題 は,多 くの音楽科担 当教 師の もつ共通 した課題 といえるであろ う。 つ ま

り,音 楽教 育上 の根本的 な課題 と言えよ う。

我 々は,本 年度 の研究 を推進 す るに当た り,こ れ らが課題 とな って きた背景 には,教 師主

導 に偏 った指導が大 きな原 因をな してい るのではないか との仮設を立 てた。基礎 ・基本 の定

着 を図 った り,音 楽 の もってい る美的価値 を理解 させた りす るため には,確 か に教師 の指導

性 に待つべ きものが 多い。 しか し,や や もする と興味 ・関心,能 力,適 性 とい った,生 徒一

人一人の特性 に十 分対応 で きていなか った とい う状況 もあ ったので はなか ろ うか。生徒が 自

ら伸び よ うとす る意欲や,自 発的 な学習態度 の芽 を摘 み取 り,時 には,「 音楽嫌 い 」の生徒

を つ くってしま った ことはなか ったであろ うか。

生徒 の学習意欲を高め るために は,「 で きる喜び 」「分かる楽 しさ 」を味わわせ ることの

で きる指導 の工夫 が必要で あろ う。冒頭 にも述べ たよ うに,こ れ か らの教 育は,生 徒 が 自ら

学 ぶ意欲を もち,生 涯 を通 じて学び続け る意欲や態度を もてるよ うに援助 する ことが重要で

あ る・ その ためには,今 までの指導法か らの発想の転換を図 り,生 徒が主体 的に学 習を進 め

ていけ るよ うな授業 の在 り方,ま た,表 現す ることや鑑賞す ることが楽 しい と感 じられ るよ
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うな授業 の在 り方を工 夫す るこ とが重要で あ ると考 え,本 研究 主題を設定 した。

皿 研究の経過

本年 度の研究員 の部会が発 足後,5月 の例 会 まで主題 設定の ための検討 を重 ねた。 その後

のi過 は以下の通 りで ある。

〈6月 〉

自主 的な活動を取 り入れ た指導法 について,研 究 員の 日常の教 育実践 に基づ いた話合 いを

行 った。

〈7月 〉

「自主的に活動で きる生徒 」とはど うい う生徒 なのか,事 前に行 った研究員 対象のア ンケ

ー トを もとに意見交換 してい く中で,次 のよ うな共通 す るイ メー ジが浮かん で きた。

①学 習内容に関 して意欲や興味 ・関心を も っている。

② 自分で 目的(学 習 目標)を もつ ことがで きる。

③ 目標達成 に向けて 自分か ら工夫 で きる。

この 話合 いは引続 き8月 に も行 うことにな った。

〈8月 ・御 岳集 会〉

ここでは,具 体 的な事例研究を進 めるため,各 事例 ご との グループに よる話合 いを 中心 に

して研 究を深めた。 また,必 要 に応 じて,全 員で,あ るいは メ ンバーを入れ替え た グループ

による詰 合い も交えなが ら,研 究す る題材や授業展 開の方法 等について検討を進 めた。

〈9月 以 降〉

器楽 の指導事 例を皮切 りに して,各 事例 とも実証授業 を重ね,研 究内容の見直 しを行 った。

また,各 事例 の充実を図 るため,定 例会の他 に必要 に応 じて分科 会を設け,検 討を深 めた。

特 に留 意 した点 は,す べ ての事例 を全員で検討 し,共 同研究 の長 所 ともいえ る,よ り一般 的

で実践 的な指導 事例が作成で きるよ うに研究を推進 した ことであ る。

なお,指 導事 例には,あ え て対 象学年を 記 していないが,そ れは,次 の よ うな埋 由によ る。

各指導事例 は,主 題 による題材 設定 を行 ってい るため,取 り扱 う教材の選択の 仕方 によ って,

どの学年 で も取 り扱 うことが 可能 であ ると考 えたか らであ る。
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皿 研 究の内容

〈指 導事 例1>歌 唱～ よ リ豊かな表現 を目指 して(課 題学習 を通 して)

1.題 材設定 の理由

従来の歌唱指導は,主 に教師が主体的 に授業を展 開して きた。例 えば,「 音取 りを させる

こと 」「歌詞の内容 を説明す ること 」「曲にふ さわ しい表現 を させ ること 」な どを教師が生

徒 に教 え ることで歌を仕上げて い く,と い う方法 が,歌 唱の授業 で 多 くみ られたの ではない

だ ろ うか。 もちろん こ うい った指導 によ って こそ,生 徒 に 「響 きの美 しさ 」「ハ ーモニーの

豊か さ 」「歌詞 と曲が一体 とな った表現 の素晴 らしさ 」な どを味 わわせ る ことがで きる とも

言え よ う。 しか し,生 徒が生涯 を通 じて,歌 に親 しみ,自 ら表現す る ことの喜 びを味 わえ る

よ うにす るためには,生 徒 に課題 を もたせ,主 体的 に解決 してい く喜びを味 わわせ る ことが

必要で あろ うと考え,本 題材を 設定 した。 また,教 材 を 「荒城の月 」にしたの は,新 中学校

学習指導要領 の共通 歌唱教材 であ ることと,美 しい主旋律 をも ち,し み じみ とした味わいの

歌 詞であ るため,心 情 を味 わわせ表現を工夫 させ るためにふ さわ しい楽 曲であるか らであ る。

2.指 導 目標

ω 歌 唱表現に対す る自らの 目標 をもたせ,進 んで学習に取 り組 ませる。

② 「荒城の月 」の詩の内容 を理解 させ,そ の心情 が表現 で きよ う工夫 させ る。

r3)グ ルー プごとの課題を発 見 し,互 いに協 力 して解決 しよ うとす る態度を身 に付 け させ る。

3.教 材

「荒城 の月 」 土井 晩 翠 作 詞

滝 廉太郎 作 曲

4.指 導計 画(4時 間扱 い)

あ らか じめ,グ ループで音楽 を仕上げ る体験 を させ てお く。 また,漢 詞 調の歌詞 を 自分な

りに 口語 体に して くる課題 をだす。 その際,参 考 にで 窒る資料 を提 示す る。

第1時 自分の歌唱上の特 徴 と課題 を見 つけさせ る。

詩を理解 させ る。

班 ごとに練習計画を立 て させ る。

第2・3時 課題解決 及び ふ さわ しい表現 を 目指 して練 習 させ る。

第4時 班 ごとに発 表 させる。

評価 させ 合 う。

今 後の学 習に生かすための課題 を,一 人一人 に確 認 させ る。
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5.学 習の展開

第1時

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

。ね らいの説明 O学 習のね らい を知 り,既 習

導 曲を 歌いなが ら,自 らの歌唱

上の課題を発見する。

入 。チ ャー トに記 入 す る。(資 ☆適切な課題が ★一人一人に適

料1) 見つけ られ たか。切 な助言 を行 う。

。詩の内容の理 。各 自が調べ て きた 口語体 の ☆分かりやす く

解 詩を発表 し合 う。 表 現で きたか。

。教師か ら,口 語体 の詩を習

い,理 解を深 める。

展 。主旋律の紹介 。CDで 曲を聴 き,曲 の雰囲 ★集中 して聴か

気を感 じ取 る。 せ る。

。主旋律の音取 。主旋律 を歌唱 しなが ら,曲

り の雰 囲気 を深 く感 じ取 る。

。選択 曲の紹介 。4種 類 の選択 曲を聴 き,そ ☆それぞれの特 ★特徴の書かれ

れ それの特 徴を知 る。 徴をとらえられ た楽譜を配布す

たか 。 る。(資 料2)

開 。目標 の設定 。班 で詰 し合い,各 自の歌唱 ☆全員が話し合 ★班編成はクラ

上の特徴や課題を考慮して, いに参加 したか。 スの実態に応じ

1曲 選択す る。 て工夫す る。

。班 ごとに課題を 見つ け,計 ☆課題に応 じた

画を立 てる。(資 料3) 計 画を立 てたか。

ま 。課題の発表 。曲の選択理 由,課 題 の設定

と 理由及び練習計画を発表 し合う。

め

第2・3時(準 備)使 用 する教具(CD,ア ーフ,楽 器 等)を 班 ごとに用意 させ てお く。

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

導 。課題の確認 。 「荒城 の月 」の主旋律 を歌 1
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入 唱 し,自 らの課題を確認 する。

展 。課題解決のた 。班 ごとの計画 に沿 って学 習 ☆計画に沿 って ★ 計画通 りにい

めの練習 す る。(音 取 り,歌 い合わせ, 全員が協力して か ない班 に,適

開 楽器の工夫等) 活動 で きたか。 切 な助言をす る。

ま ・反省の発表 O班 ご とに反 省を話 し合 い D

と
一

記入 し,発 表 し合 う。

め

第4時(準 備) 評価 カー ドを 印刷 してお く。

教 具の準備を させ てお く。

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

導 。課題の確認 。「荒城 の月 」を歌いなが ら

入 前時 の復習をす る。

。評価方法の理 。評価 カー ドの趣 旨や利用方

展 解 法 を理解 す る。

。練 習 。班 ご との表現 を工夫 す る。

。発表 と評価 。発表 す る。 ☆全員が生き生 ★進行を援助す

開 。お互 いに評価す る。 きと表現で きた るo

か 。

。評価 。評価 について話 し合 う。

ま 。教師から評価を聞き反省す

と る 。

め 。チ ャー トで課題解決 の確 認 ★ チ ャー トを再

をし,次 の課題を設定す る。 配布す る。

6.考 察 と課題

従来の教師主導型 の授業 を,生 徒 の立場 で考 える と,「 守 りの授業 」とい うとらえ方がで

きるであ ろ う。 それ に対 して,今 回 の 「課題 を生徒 自身が 設定 し,解 決を 目指す 」とい う生

徒主体型の授業 では 「攻 めの授業 」とい う性格 が現 われた。生徒 が攻 め て 「勝 ち取 るもの 」

は,「 自分た ちの 力で 目標を達成 した喜び 」である。今 回の実証授業 で も,生 徒 た ちの 「攻

めるための手段 や工夫 」を見 る ことが で きた。例 えば,リ ー ダー性を発揮 して仲間を まとめ

て くれ た り,鍵 盤楽器 を使 え る生徒が積極 的に音取 りを して くれた り,声 の大 きく美 しい生
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徒が仲聞 に認め られて良い影響を与え でてれ た りす るなど.互 いに励 まし合 って良い ものを

つ くろ うとす る様子が 多 く見 られた。

本事例 のよ うに,生 徒 に 自らの課題を発見 させ,そ の解決 に向けて主体 的 に学習 に取 り組

ませ てい く方法 では,事 前の綿密 な指導計画が重要 であ ることは言 うまで もないが,更 に重

要 なのは,日 常の授業 において,「 歌唱表現の ための基礎 ・基本 とは何か 」を,生 徒が把握

で きるよ うに留 意 した指導がな され ることである。何が 自分の課題 なのかを見つ けられず ,

ただ,手 を こまねいてい る生徒 も残念 なが ら見 られ,日 常 の指導 に対す る大 きな反省材料 と

したい。

7.資 料

(資 料1)

Uチ ャ ー トを使 って 自分の特徴 を知 ろ う1

高い音や低い音が一

昌巡とト1罎 ち
ゃんとでないよ

ス9一 ト

Yes‐ｺ

No・ ・…D

.日o・

音が正 しく

とれないみたい

尚

No

良い音藁をいっぱい知ろう.た くわえよう1
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(資 料2)

①タイプ(混 声2部 合唱)は じめから終わりまで2部

合唱。男声が少hし いがとてもきれい。

⑪ タイ プ(混 声2部 合唱)後 半が2部 合np。 男声 の音

城 が あ ま り広 くな いの で歌 いや す くハ ーモ ニー もきれ い。

@タ イプ(斉 唱)チ ャー トでDタ イプが多い珈 まこの

タイプで取り組んで協力して仕上げてみよう。

⑰ タイプ(混 声4部 合唱)か なりの努力が必要だが.

仕上がりの感動は保証します。Aタ イプが多い班は挑戦し

てみよう。

ノー

ー

芝 誠 の 月 ㊤9・7・`者 哩・竃鱈)

r

麟
(資 料3)

〈荒城の月〉を櫨力して美 しく歌お う!

1.チ ャー トをもとに自分たちの続の輔魔を肥入しよう.

2、1を 参考に して白分たちにあっているとL"われるタイプのく蒐厩の月〉聖

遡びどんなムに注旦 して憂しく讃肛したらよいか訴 し合oて 配入しよう.

3.メ ンバー セ起人 しよ う。

リーダー.騨●'

上の.:一 ト帥'

下のパ卿 ト.軸

4計 脚 をたて よ う・

.::蕗 鷹姐 憧:ラ:らの

i:i‡i:i評h圏

一8一

①9イ7・(動 獅 数.一 →嗣)荒 班6月一一
嚢嚢嚢嚢

」【・

兼 飛 鴨6月 ⑰9イ ブ`錫 曲SAKu)

塵聾璽藝謹

塵董嚢嚢鍾

1嚢
1糞

5.浸 奥時闇の終わりにその臨旧の匠省をしよう.

6.兜 識すると書6こ特に鳳を僧げゐ二とをtを 跡まえて書二う.
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<指 導事例2>器 楽～ ア ンサ ンブルの楽 しみ ・

1.題 材設定 の理由

器 楽 による表現活動 では,楽 器 の もつ音色の生か し方を考え た り,楽 器 の組 合わせ方を工

夫 した りす る ことによ って,様 々な音楽 表現を楽 しむ ことがで きる。 しかし,楽 器 の演奏技

術 や読 譜上 の問題か ら,器 楽 の表 現活動 に対 して苦手意識を もつ生徒 も多い。 こうい った状

況が,授 業 に対す る,生 徒の興味 。関心,意 欲 に大 きな影響を及ぼ している もの と考 え る。

そ こで本事 例では,比 較的,演 奏技術上 の取扱 いが簡 単な リズム楽器を,ア ンサ ンブル 活動

にで きるだ け多 く取 り入れ ることによ り,す べ ての生徒が器楽 の表現活動を楽 しむ ことが で

きるよ うに した。 また,グ ループ学習の形態 で授業 を進 める ことに より,生 徒が主体的 に取

り組 み,器 楽合奏の喜びを体験で きるよ うにする ことをね らい とした。

2.指 導 目標

ql曲 想や リズムに対 する興味 ・関心を もたせ る。

E2}曲 に合 った リズムの表現 を工夫 させ る。

(3}ア ンサ ンブル活動 を通 して主体 的な学 習態 度を養 う。

3.教 材

Aオ ー ラ リー プール トン作 曲 へ長 調4分 の4拍 子

Bラ クカラチ ャ メキシ コ民謡 へ長調4分 の3拍 子

Cオ ブラデ ィオ ブラダ レノ ン&マ ッカー トニー作 曲 ハ長 調4分 の4拍 子

4.編 成及び 使用楽器

各 グル ープを5～6人 編成 とし,旋 律系 と リズム系が半 分に 分かれ るよ うに指示 をす る。

{D旋 律 系

◇ ピア ノ ◇オル ガ ン(電 子オル ガ ン)◇ リコーダー ◇ア コーデ ィオ ン ◇木琴

◇鉄琴

{2♪ リズム系

◇バ ス ドラム ◇ スネア ドラム ◇ コンガ ◇ ボ ンゴ ◇カ ウベル ◇ トライ アングル

◇ ク ラベ ス ◇シ ンバル(H.H)◇ ウ ッ ドブ ロック ◇マ ラカス ◇ タ ンバ リン

◇ カバ サ ◇ シ ェーカー ◇ ギ ロ ◇ カスタネッ ト

5.指 導計 画(4時 間扱 い)

第1時 教材 曲を聴かせ,演 奏 したい曲を選択 させ る。

選択 曲の練 習を させ る。
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第2時 拍 子やテ ンポ等 の工夫 を させ,曲 想を考 え させなが ら,旋 律中心の練習を させ る。

第3時 曲に合 った リズム伴 奏を工夫 させ るとと もに,リ ズム楽器 を加 えて より豊 かな表現

で演奏 させ る。

第4時 グル ープで発表 させ る。

6.学 習指導の展開

第1時

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

導 。本時の学 習の 。学習のね らい及び方法 を知 る。 ★ プ リン トを配

入 ねらいの説明 布す る。

。教材の紹介と 。教材 曲を テープ等で聴 く。 ★ 学習 カー ドを

選択 。グルー プで演奏 したい曲を選 配布す る。

展 択す る。(学 習カー ドに記入) ★教材曲をどの

よ うに工夫 で き

るか,簡 単な ア

ドバ イスを与え

る 。

。グループ ごとに選択 曲の練習 ☆意欲的にグル ★ ポイ ン トをつ

開 をす る。 一 プ活動 に取 り かめていない グ

組 めたか。 ル ープには助 言

す る。

。選択 曲の発 表 。どの ような理由で この 曲を選 ☆ グループで練

ま
と本時の反省 んだのかを発表す る。 習が スムーズに

と
。本 日の練習の様子や反省を学 で 窒たか 。

め
習 カー ドに記入 す る。

第2時

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

導

入

。本時 の学 習の

ね らいの説明

。学 習のね らい及び方法を知 る。 ★学 習 カー ドを

配 布 し,前 時の

チ ェックを行 う。

。表現の工夫 o他 の 曲(メ ヌ エ ッ ト
,ラ バ ー
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ス ・ コ ン チ ェ ル ト)で 3テ ン ポ,

拍 子,リ ズム等 を工夫 した もの
1

展 を聴 く。

。グル ープご とに拍 子やテ ンポ ★ リーダーを中

を変 え る等 の工夫 を しなが ら, ☆表現の工夫が 心にした話合い

曲想 について話 し合 う。(学 習 で きたか。 を させ る。

カー ドに記入) 1★進度の速いグ

開 。旋律 中心の 曲の練習をす る。 ル ー プ に は リ ズ

ムの工 夫 につい

て も考 え させ る。

。 グル ー プ の 発 。各 グル ープで発表演奏 を行 う。☆他 の グループ

一

★表現の工夫で
ま
表 と練習の反省 ・練習の様子や反省を学習カー の表現の工夫が 深めたい部分を

と
一

ドに記入 する。 聴 き取 れたか。 確 認す る。
め

。次時へ の課題を確認 する。

第3時

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

導 。本時 の学 習の 。学習のね らい 及び方法を知 る。 ★ 学習 カー ドを

ねらいの説明 配布 し,前 時の

入 チ ェ ッ クを行 う。

。表現 の工 夫 。曲想 に合 った リズム等の工夫

をす る。

展 。曲想 に合 った楽器 として何 を ★ リズム楽器や

使用 した らよいのか考 え る。 リズ ムパ ター ン

1
。話合いを も'とにグル ープご と ☆ ア ンサ ンブル を提示す る。

にア ンサ ンブル練 習をす る。 に進んで取 り組 ★楽器の取扱い

も うと した か。 方や有効な便い

方 を助言 す る。

1
開 ★ ポイ ン トをつ

か めていない グ

ル ープには助言
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す る。

。グル ープの発 。練 習が進んでい るグルー プの ☆他のグループ

ま 表と練習の反省 演奏を鑑賞する。 の表現の工夫が

と 。練 習の 様子や反省を学習 カー 聴 き取 れたか。 ★表現の工夫を

め ドに記入 す る。 深めたい部分を

。次時 の発表 の心構えをす る。 確認 する。

第4時

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

導 ・課題の確認 。グルー プご とに表現 を工夫 す

る箇所を確認する。

。評価 の 出し方 。評価表を 見なが ら説明を聞 く。 ★評価表を配布

入 の説明 す る。

。グループ練 習 。グルー プご とに発 表に備 えて ☆ ア ンサ ンブル ★練習が うまく

展 練 習す る。 に進んで取 り組 い くよ うに助言

もうとしたか。 す る。

o発 表 。全員の前で工夫した点を発表 ☆他のグループ ★工夫 した点に

開 し,演 奏 す る。 の表現の工夫を 気を付けて聴か

聴 き取れ たか。 せ る。

ま 。評価 。評価表 を まとめる。 ★公平な評価に

と な るよ う注 意 さ

め
1.教 師か らの翻 を聞 く・

せ るo

Z考 察 と課題

「音楽 は好 きだけど,音 楽の授業 は嫌 い。 」とい う生徒 が少な くない。 生徒の興味 ・関心,

意欲 を高め る授 業を展 開 してい くため には,生 徒が 自ら考 え,活 動 してい くことので きる学

習内容 ・方法 を工夫 しなければな らない。

現代 の中学生 の音楽 への接 し方を見 てみ ると,多 くの生徒 が,日 常生活の 中で音響機器 を

気軽 に使い こな し,自 分の好みの音楽を楽 しん で聴 いてい る。 興味 ・関心 のある音楽へ の偏

りはあ るに して も,「 聴 い て,音 楽の特徴 を とらえ る。 」とい う能 力 は十 分に身に付 いてい

るもの と思われ る。 現代 の中学生 に見られ る このよ うな実態 を授業 に生か したい と考 え,本

事例 に取 り組んで きた。
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学習活動 の当初 には,行 うべ き内容がつがめず にと まどいを見せ ていた生 徒 も,他 のグル

ー プの演奏を鑑賞 するたびに
,多 くの刺激を受 け,自 分の や りたい音楽 が少 しずつ見 えて き

た様 子で あ った。生徒 は,次 第に独 自の楽譜を作 った り,楽 器 の扱 い方を教 え合 った り,表

現の工夫 を重 ねた りして,自 主 的に学習を進 め ることがで きるよ うにな って きた。

8.資 料

班 学 習 カ ー ド

1年{三組4・班メンバー

fiTラ デ遇択曲

どんな盛じの闘にしたいか(文 字や絵で衰してイメージセ広げ よう)

氏 名 肇 器 リズム ・バターン リズムの工夫

トライ

rンク'レ 7♂7/7ノ.イ..・.一

1
71Tf71....・

カウ

㌦
〃4,〃 ゐ..…

げ
ア
ノ
冴1彦 左5

G'

ア ノ 刃'齢 左 チ

班学■全体】を逼 しての屡撃 ・度宿 先生より

評価表

個人 学習カー ド
1年0組 番氏名

遇択曲 オ ーラ11一 け,こ う 鹿1曲 た',符.趣由

1囲 目の鯉■の内喜 それぞ教の衆器 曽 み

目己騨価 ① 練■には④ 童歓的に暇り絹めた

Bど ちらともいえない

Cあ 虚り意歓的ではなかっ赴

m演 妻ほAた いたいで臼番ようになった

B半 分 くらい濱奏で豊るようになっ距

◎ 重崩 どで腕 い

今日の撞塁を嬬り返っての感響 。反省

堀 幽 毛 "価 6望

1 十 ラリー ^⑨c 験1熟 媒 丞1紘脅!ル とか」し=

2
輻 ～乱、べ9c

う二7``・1監こしやゴ、ツ}幽 、、1シテ趣,と ・7スz・1'

手、1拍7∴ 写 ゾぐ却 ㍉'、^,、.

3

「 冒

物塀 A㊨c
,・ か λu}一 トげr!ハ が、1P卜'}」 千セ

馳}"良5㌔1・n卜 .

4
才アラ西 、

オすう夕・ ⑱8c
・_'

b
オーヲ1一

ABC 冷.マ1,卜3し隔み寛 触んト'、伊 らなハ'・・

B
車1・枡z 哩BC 亨六 川!し 一言乎

A桑 いへん奥 い8重 あ重6塵 いCあ と一歩

この循慶尋適して全偉の慮鍾 ・反省

食黙合挽z捗 か、・循

吐ぴ 知 か・ト.
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指導事例5と 指導事例4の 共 通のね らい

音楽 の基礎 的な知識 や演奏技能 が十 分に身に付いていな い生徒 に も,「 名曲の鑑賞 」を通 し

て,音 楽の 「良 さ,美 しさ 」に触れ させ ることがで さる。更 に,楽 し く味わわせ,深 く..,きと

らせ ることに より,「 よ り良い音楽 観 」が育成 され る ことも期待 され る。

そ こで,と か く受け身にな りが ちな鑑賞の授業 に,生 徒を 自主 的に取 り組 ませ るためには,

「聴 きたい とい う意欲 」を喚起 させ る必要が あると考 え,意 欲 の喚 起す る指導 方法を事例3と

事例4の 共通 の研 究のね らい とす る ことにした。

これ までの鑑賞 の授業 形態は,作 曲者の生い立 ちや楽 曲解 説,時 代 背景などを教師 主導の形

で説明す ることが 多か ったのでないだ ろ うか。 生徒に知識を与え,理 解 を深 め させ ることに よ

り,鑑 賞への興味 ・関心を高 める ことも重要 な指導方法 であ るが,本 年 度の主題 「自主的 に活

動 で きる生徒 」の視点か ら鑑賞 の授業形態 を考察 した とき,こ れ まで とは別の方法 による指導

形態の工夫が必要 とな った。 そ こで,生 徒 にどのよ うな 「自主 的な活動 」を させ られ るかの具

体的方法につ いて,以 下の内容 を検討 した。

σう 鑑賞 してか ら何 かす る。

。感 想文の作 成(発 表す る)

芸今 まで安 易に扱 って きたが,よ り 「自主的な活動 」として取 り扱 う方法 はないか。

。表現(打 楽器,歌 唱,リ コー ダーなどの演奏 個人 やグル ープ練 習 発表)

妾関連 曲などを演奏す る。(演 奏技 能の個人差が大 きいとい う問題が あ る。)

。創作(詩 ,絵,物 語な どを書 く。)

幹大 きな感 動を受けて も,文 章や絵な どの表現力の問題か ら,う ま く表現 に結 び付 か

ない場合 もあ る。 そ こで,多 くの選択肢のあ る創作課題 を与 え,生 徒一人一 人の能

力,適 性 に応 じる必要があ る。

鑑 賞 と平行 して何 かをす る。

箭テープやCDな どに合わせて,そ の一部分を演奏す る。

粁 ア)と同 じよ うな内容が考え られ るが,他 に考 えられ る内容 はないか。

鑑賞 に向けて,何 かを してか ら鑑賞 をす る。

筈知 ってい ることが意欲 を喚起 す る。 そ こで,主 題な どを事前 に練習 してお く。

また,「 鑑賞 」の領域 に 「表現 」の領域 を取 り入れた指導方法 では,や やもす ると,本 来 の

鑑 賞その もの よりも,表 現に偏 った内容 にな りはしな いか とい った不安材料 について も検 討を

深めてい った。
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これ らの内容 について決定的 な結 論を導 き由すには至 らなか ったが,「 聴 きたい とい う意欲

を喚起 す ること 」をね らい とした上 で,「 表現 」や 「創作 」をその ための手段 として利用 した

鑑賞指導 の展 開を試み ることに した。

一 つは
,「<指 導 事例3>鑑 賞 ～ 名 曲の メロデ ィーに親 しむ 」で ある。

楽 譜の知 識や演奏技 術が十分 に身に付いていな くても,音 楽の鑑賞 を通 して深い感 動を味わ

うことはで きる。 しか し,生 徒 は,未 知 の 曲を鑑賞 するよ りは,そ の曲を少 しで も知 ってい る

方 が,よ り興味 を もって鑑 賞す る。

そ こで,こ の事例 では,こ れか ら鑑賞す る数 曲の,そ れぞれの 中心 とな る旋律 を,ア ル トリ

コーダーで演奏 させ る。 それ によ って,そ れぞれの 曲に興味を もたせ,生 徒 一入一 人に,自 ら

興味 の もて る曲を見つけ させ,「 鑑賞 しよ うとす る意欲 」を喚起 しよ うとした ものであ る。 リ

コーダーの演奏 よりも,あ くまで も鑑賞 に主眼を置 くことに留意 し,で きるだけ演奏 しやすい

旋律 のあ る楽 曲を選曲す るとともに,生 徒 が,自 らの演奏技術 に応 じて選択 で きるよ う,教 材

の設定 に工夫 した。

二 つめは,「<指 導事例4>鑑 賞 ～ 僕 も私 も名演奏家 」で あ る。

スピー カーか ら流れ る一流演奏家の演奏に,グ ルー プア ンサ ンブル の形態 で 自分 た ちも リズ

ム表現を しなが ら同時演奏を体験す る。

テ ンポに合わせ て リズム表現を するには,鎧 賞 す る時 の注 意力が相当重要にな って くる。注

意深 く聴 きなが ら演奏す る ことによ り,音 楽の微細 な表現 まで も感 じ取 ることも可能であ る。

一流の演奏 家 との共演 とい う擬似体験 を通 して,「 より質 の高い音楽 への興味 」を もたせ,意

欲的 に鑑賞 しよ うとす る気持 ち」を育 てる ことをね らい とした。

なお,リ ズム楽器 を中心 にして取 り扱 ったのは,生 徒 の楽器 の演奏技能 に個人差 が大 き く,

生徒 によ っては使用 で きる楽器 も限 られるか らであ る。 前記の とお り,本 事例 は,あ くまで も

「鑑賞 」を中心 と した指 導の展 開例であ るため,楽 器 の演奏技術 習得に は,で きる限 り時間を

便用 せず にすむよ う,ま た,生 徒 の注意力を 「鑑賞 」その ものに向 けるよ うにす るためであ る。

事 例3と 事 例4は,共 に 「よ りよい音楽観の育成 」と 「よ り質の高い音楽 への興味付 け 」を

ね らい としてい る。
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<指 導事 例5>鑑 賞～名曲 のメ ロデ ィーに親 しむ

1.題 材設定 の理 由

鑑賞 の授業 において,楽 曲の演奏 を じ っくりと聴かせ,そ の楽 曲の もつ美 しさや良 さを生

徒 に十分味 わわせ ることは重要 であ り,そ のよ うな授業の姿 こそが,本 来 の鑑賞 の授業 であ

ると言え よ う。 しか し,現 実 には,数 十分間 の鑑賞時 聞を心か ら楽 しみ,感 動 を味 わ うこと

が で きる生徒 は数少ない。 その理 由の一 つに,鑑 賞 曲に対 して,生 徒が親 しみ をもてる機会

が少ない とい うことが挙げ られ よう。

そ こで,本 事例では,鑑 賞 曲の主要 メ ロデ ィーの先行体験 を,リ コー ダーの表現活動を通

して十分 に行 わせ るよ う工 夫 し,鑑 賞 曲に対す る興味 ・関心を高め るよ うに した。

2.指 導 目標

(1)鑑 賞 曲の主要 メロデ ィー に親 しませ る。

② リコー ダーに よるメ ロデ ィー表現 を工夫 させ,創 造 的な表現力を身 に付 け させ る。

(3}積 極 的な鑑 賞態度を育成す る。

3.教 材

Aグ リー グ作 曲 ピア ノ協 奏 曲 イ短調 作 品16

Bチ ャイ コフスキー作 曲 ピアノ協奏 曲 第1番 変 ロ短調 作 品23

Cラ フマニ ノ フ作 曲 パ ガニー二の主題 によ る狂 詩曲 作 品43第18変 奏 よ り

4.指 導計 画(2時 間扱 い)

第1時 リコーダーの基本 的な奏法 を確 認 させ,自 らの表現技能 に応 じた演奏 を工夫 させ る。

鑑賞 曲の主要 メロデ ィーを聴 かせ,表 現の参考に させ る。

第2時 鑑賞 曲の主要 メロデ ィーを演奏 させ,そ の印象を まとめ させ る。

鑑賞 曲の原 曲を聴かせ る。

原 曲の鑑賞前 と後の 印象 の変化 をと らえ させ,感 想を発表 させ る。

5.学 習指導 の展 開

第1時

i

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

。 リ コ ー ダ ー 。1既習音で ロング トー ンや音階 の ★音色や音量に

導 の奏法,運 指 練習をす る。 注 意 させ,楽 譜

の確認 にある音の運指

入 。本時 の学 習 。学習の方法 を知 る。 を理解 させ る。
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のね らいの説 (楽 譜の配布)

明

。各 メ ロデ ィ 。楽譜を見 なが ら,リ ズムに注 意 ☆ 各 メロデ ィー ★ メ ロデ ィー の

展 一の鑑賞 して,メ ロデ ィー を 聴 く。 の特徴がつかめ みを聴かせ る。

。各 メ ロデ ィ 。各 メロデ ィーを階名 で歌い,憶 た か。

一の階名 唱
え る。

。練 習(個 人 。少 な くと も一 曲の メ ロデ ィー は
☆ メ ロデ ィー の ★机間巡視して

開 練習) 演奏 で きるよ うにす る。 特徴をうまく表 適切な助言を一与

現 で きたか。 え る。

。各 メ ロデ ィ 。各 メ ロデ ィー を 演 奏 す る。
☆ 各 メ ロデ ィー ★ リコー ダー の

ま 一の演奏(全 に興味 ・関心を 苦手な生徒にも

と 員に よる) も った か。 可能な限り演奏

め ・次時 への連 に参加 させ る。

絡

第2時

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

。前時の復習 。各 メ ロデ ィー を 演 奏 す る。 ★一人一人の表

導 。鑑賞 メモ用 。鑑賞 メモ用紙の活用方法を知 る。 現技能に応 じた

入 紙の配布,説 演奏を させ る。

明

。鑑賞 メモ用 。各 メロデ ィーについて好 きな順
★順位 と感想は

紙への記入 位 を決 め,感 想 を書 き,発 表す る。 直感的なもので

展 よい ことを知 ら

せ るo

。原 曲の部分 。各 メロデ ィーが原 曲の どの部分 ☆原曲を聴いて ★作曲者や演奏

鑑賞 か注意して鑑賞する。 各 メ ロデ ィー の 形態について簡

。各 メロデ ィーの原 曲鑑賞 か ら得 印象の違いを感 単 に触 れ る。

開 た感想 を書 く。 また,好 きな順位 じ取れ たか。 ★鑑賞は一部分

を決めて発表する。 のみ とす る。

。各 メ ロデ ィ 。原 曲の響 きや広 が りを想像 しな
☆ メ ロデ ィー演 ★和声伴奏を付
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一の演奏(全 が ら,各 メ ロデ ィー を 演 奏 す る。
1奏
に意欲的に取

1け
て演奏 させ る。

員 に よる) り組んだ か。

ま

。本時 の まと 。各 楽 曲 の メ ロデ ィー に つ い て, ☆各楽曲に興味

と
め 原曲の鑑賞前と鑑賞後の印象の違 を もち,積 極的

い を まとめ させ る。 に鑑賞 しよ うと
め

した か。

6.考 察 と課題

本事例 では,名 曲の メロデ ィーに親 しませる ことを第一のね らい としているので,リ コー

ダーの演奏技能 の伸長 には,あ まり時間 をかけてはいない。 そ こで,教 材 となる楽 曲の メロ

デ ィーを演奏 しやす くするために,場 合 によ っては,教 師が前 も って編 曲してお く必要が あ

る。 また,本 事例 の工夫点 として,鑑 賞 メモ用 紙の活 用を図 った ことが挙 げられ るが,こ れ

によ り,生 徒の楽 曲への興味 ・関心 の変化 の様 子や音楽 の好みの傾向 を把握 する ことが で き

たことは,大 きな収獲であ った。

z資 料

「舳 のメロデ仁蝋しむ」鑑 賞 メ モ 用 紙

年.su櫓 氏 名
一

親NO A B C

蜘 唱 ピアノ旨御● ビアノ櫨揖9鯖1鴛 ノ{ガニー二の■讐環

イ篭調 俸昌16 置q竃調 俸品23 よ6旺"曲MU實 轟

序自重各 グリーグ チやイ,7ス 尋一 777ニ ノフ

好書な扇位
一

原 感
曲
の
鐵
賞
憩
前

一

野趣な覇位

原 感
1曲1の
鍛
賞
想

舶暁

ま
と

め

%曲 リ メロヲ、一繭 ししも」

八麟 難 轄騨
一 一
B"晦辱癖辮勲

1
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<指 導事 例4>鑑 賞～ 僕 も私 も名演奏家

1.題 材設定 の理由

鑑賞 の授業 におい て,従 来か ら行 われ て きた指導方法 は,楽 曲の聴 取 とその楽 曲の背 景等

への知 的理解が優 先 され たものであ り,生 徒 に とっては,ど ちらか と言えば受 け身の形 にな

らざるを得ない もの であ った。 本年度 の研究 主題 であ る 「自主的 に活動す る生徒 の育成 」を

図 るには,鑑 賞の授業 において も,生 徒 の能動 的な活動を伴 う指導内容 ・方法 が効果 的であ

ると考え,表 現活動 と鑑賞活動 の同時体験 を取 り入れた授業形態 の工夫 を行 った。 具体 的 に

は,プ ロの演奏 の聴 取に合わせた,楽 器 に よる表現活動の 同時進行 を行 うもので ある。 この

活動を通 して,生 徒 は楽 曲の もつ リズムや フ レー ズを全 身で味 わ うことが で きるとともに,

その準備段階 では,楽 曲に,ど んな楽器 がどの よ うに使 われ てい るかを聴 き取 ることが必要

になるため,楽 曲を より深 く聴 こ うとす る態度を養 うこともで きる。鑑賞 の授業 を,「 聴か

せ る 」のみの授業 か ら 「活動を伴 う」授業へ転換す る ことは,「 鑑賞 」その ものへの生徒の

興味 ・関心等を喚 起 し,「 聴 く喜び 」を味わ わせ るこ とにつなが るもの と考 え る。

2.指 導 目標

{1)楽 曲の リズムや フ レー ズを同時体験 させ,楽 曲を身近に とらえ させ る。

'2)楽 曲の雰囲気 にあ
った即興的 な リズム表現 を工夫 させ,グ ループご とに発表 させ る。

(3)自 ら注意深 く鑑賞 しよ うとする態度 を育 て,楽 曲をよ り深 く味わお うとす る意欲 を もた

せ る0

3.教 材

Aビ ゼー作 曲 歌劇 「カル メ ン」よ りn第 一幕への前奏 曲"の 冒頭 か ら66小 節間

Bラ ベル作 曲 「ボ レロ 」の219小 節 目か ら36小 節間

(あ らか じめ カセ ッ トテープ に編集 してお き,カ セ ッ トデ ッキを グループ数分用 意す る。)

4.グ ループ編 成及び使用楽器

各 グル ープを5～6入 で編成す る。

◇ ティンパニー ◇バ ス ドラム ◇ スネア ドラム ◇ シ ンバル ◇ トライ ア ングル

◇各種鍵盤打楽器 ◇ その他

」.指 導計 画(2時 間扱 い)

第1時 二 つの曲の同 時演奏 を体験 させ る部分 を聴 かせ,グ ループごとにどち らかを選 ばせ る。

同時演奏体験を す るための楽器分担 や工夫 を させ,練 習 させ る。

第2時 グループ ごとに同時演奏 体験 の発表 を行 い,原 曲(全 曲)を 鑑賞 させ る。
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6.学 習指導の展開

第1時

指導内容 学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

。学習のね らい 。学習のね らい及び方法を知 る。 ★2曲 について

導 の説明 簡単 に説明 し,

入 学習活動の手順

を把 握 させ る。

。2曲 を鑑賞 。それぞれの曲の同時演奏体験 ☆ 曲の ムー ドや ★独特 な リズム

を行 う部分 を聴 く。 リズムを感 じと や特徴的な音に

ることがで きた 注 意 させ る。

か。

展 。楽器の説明 。原 曲に使 用 されてい る楽器 や ★最低限必要な

使用可能な楽器及びその使用法 楽器や不可欠な

を知 る。 リズムなどを提

示す る。

。選 曲 。グル ープでど ちらの曲を選ぶ

かを相談 し,決 定す る。

開 。グル ー プ に よ 。グループごとに曲を聴 きなが ☆曲の細部に至 ★ グループご と

る学習 ら,使 用 す る楽器 及び担当者, るまで注意深 く にア ドバ イスを

リズムなどを相談 し練習す る。 聴 くことがで き 与 え,原 曲に は

(一 つ しかない楽 器は交替で使 た か。 ない音も工夫さ

用 す る。) せ るo

ま ・次時の予告 。グループ発表の際の留意点を ★並び方や音出

と 知 る。 しの合図などを

め 知 らせ る。
一

第2時

指導内容

一

学 習 活 動 評価の観点 指導上の留意点

導

入

一
。前時の復習 。グルー プごとに発表 の準備 や

リハーサルを行 う。

☆ 曲に合わせて

自分た ちが演奏

できるよ うにな

★ 原 曲の ボ リュ

ー ム,楽 器の セ

ッテ ィングな ど

‐Zo



った かo につい てア ドバ

イ スす る。

。同時演奏体験 。グルー プごとにCD(ま たは
☆ 曲の ムー ドや ★演奏技術の上

展 の グループ発表 練習で使用したテープ)に 合わ 特徴をとらえら 手下手を問 うの

せ て演奏 する。 れ たか。 ではな く,原 曲

をどれだけ深 くと

開 らえてい るかに

着 目す る。
一一一
。原 曲の鑑賞 。2曲 全曲を聴 く。 ☆ 自分自身や友 ★ 自分 の グルー

達が演奏したこ プが担当した曲

ま とに よ って原 曲 だ けでな く,も

を身近に感 じら う一方の 曲につ

と れたか。 い てもし つか り

☆前時に部分的 鑑賞 させ る。

め に聴いた時に比

べ,よ り深 く味

わえたか。

Z考 察 と課題

同時演奏体験 とい う学習活動 では,グ ル ープの中に音楽 的に リー ダー シ ップの とれ る生徒

がい るかいないかで,発 表内容 に差 が 出てしま った。 しかし同時演奏 をす るためには,演 奏

す る楽 曲の特 徴を十分 に理解す る必要 に迫 られ るため,ど の生徒 も今 まで以上 に注意深 く聴

こうとす る姿勢を見せ てい た。 また,ク ラシ ック音楽 にはほ とんど興味 を示す ことの なか っ

た生徒が,こ の授業の後には,自 分か ら他の楽 曲も同 じよ うにして聴 いてみ たい とい う感想を

述 べ るなど,自 主的に鑑 賞 しよ うとい う気持 ちが 芽生 えて来 たよ うで あった。

本事例 を実施す る際に留意 しな ければ ならない点 として,グ ル ープ練 習の時 の場所 の問題

が あ る。 音楽教 室のみで活動 させ ると,各 グル ープが一斉 に様 々な音を出すために,生 徒は

混乱 して しまうよ うであ った。事 前 にい くつか の場所を確保 し,生 徒が グループの活動に集

中 して取 り組め るよ う準備 してお く必要が ある。
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指導事例3と 指導事例4の 共通 のま とめ

生徒 の意欲的な鑑賞態 度を育成す るためには,知 識理解を優先 させ た,い わゆる教師主導型

の授業 か ら,表 現活動 との関連を図 り,生 徒 が活 動す る場面の ある授業展開への転換 を図 る こ

とが必要 で あると考え,事 例3及 び事例4の よ うな指導事 例を研究 した。事例3と 事例4は,

共 に鑑 賞の領 域 を学 習の中 心 に据 え な が らも,器 楽に よる表現活動 との関連を図 った もの で

あ る。

鑑賞の授業 における生徒の鑑賞の仕方 には様 々な タイプがみ られるが,我 々研究 員の 目指 す

もの は,「 楽 曲に興味 ・関心を もって,自 ら聴 こ うとす る 」鑑賞 態度 を育成す ることである。

この二つの事例を作成す るに当 たり,は じめ に検 討 した内容 は,「 自主的 に鑑賞 しているか」

とい う評価を具体的 にどのよ うな方法で行 うか,と い うことであ った。 これ らの事例 では表現

活動 との関連を図 っているが,楽 器 の演奏技能や表現活 動への取 組みの意欲を評価 の中心に据

え る ことは,鑑 賞 の評価 そのもののねらいから外れてしまう。そこで,楽 曲の鑑賞 と表現活動 との

同時体験 や旋律 の器楽 表現などを行 う前 と後におけ る,楽 曲の鑑賞 に対す る興味 ・関心,意 欲

を評価する ことが適切 である と考 えた。 評価の方法 には,観 察法 ・記述法 ・テ ス ト法などが挙

げ られ るが,こ れ らの事例 においては,生 徒 の提 出物 や相互評価 を活用 で きるよ う工 夫 した。

実際 に授業 を行 ってみ ると,事 前には予想 され なか った問題 がい くつか浮 き彫 りに されて き

た。 第一の問題 は,二 つの事例が,共 に複数の楽 曲を教 材 として取 り扱 ったために,一 つ一つ

の 曲に対す る生徒 の学 習の深化が十分に図れなか った ことで ある。 オーケ ス トラに合わせ て演

奏 を体験 す る場面に も う少 し時間 をかけた方が,演 奏についての成就感は深 ま ったで あろうし,

生徒の楽 曲に対す る意識 も高 まるよ うに思えた。 日頃の生徒の学習状況 に応 じて,教 材を一 曲

に絞 った方が よい場 合 もあ るであ ろ う。 ただ し,生 徒の興味 ・関心 に対応す るため には,複 数

の楽 曲を取 り扱 った方が 良いので,指 導 方法 についての工夫を 更に図 ってい きたい と考え るQ

第二の問題は,ど ちらの事例 も,学 習のね らいを生徒 にし っか りと把握 させ ておか ないと,

表現活動主体の授業 に陥 りやすい とい うことで ある。鑑 賞 と表現の同時体験 な どの学習場 面の

後 に,生 徒の意識を鑑賞その ものへ向け る工夫 を うま く図 らない と,鑑 賞 の授業 そのもののね

らいか ら外れ てしま うおそれ もあ る。

実証授業を実施 した結果,生 徒の反応は我 々の期待 していたとお り,時 間 を追 うにつれ て興

味 ・関心を示 し始めた。 授業後の ア ンケー トに よると,特 に事例3で は,メ ロデ ィーを リコー

ダーで演奏す る前 と後 とで は,好 きな 曲目の順位が入れ替 わ ってい る生徒が ほとん どで あ った。

その理 由として,「 初 めは良い 曲だ とは思 わなか ったが,練 習 している うちに メロデ ィーの美
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しさを感 じるよ うにな った 」,「 初 めは メロデ ィー しか知 らな か ったが,オ ーケス トラ演奏の

鑑 賞 で は雄 大 さ を 感 じられた 」,「 も う一度聴かせ て欲 しい 」などが挙 げ られてい る。 リコ

ーダーで演奏 してい る うちに
,「 その 曲を知 ってい る 」から 「良い曲だ 」とい う意識 に変 わ り,

更に,「 鑑賞 したい 」とい う意欲が喚起 され てい くよ うであ る。

各学 校で それぞれの事例 を扱 う際 には,各 学校 の施設 ・設備 の状況や,生 徒 の楽器 演奏技能

の習熟の状況 に応 じて選択 して扱 っていただ くとよい。 リコー ダーの学 習を あ まり経験 させて

い ない学校 にお いて事例3を 扱 うには,こ の指導 内容 に入 る以前の準備段階 と して,リ コー ダ

ーの演奏技能を 習得 させ るために 多 くの時間 を必要 とす るで あろ う。 また,打 楽器類 があ まり

調 ってい ない学校 におい て事例4を 行 う場合 には,手 作 り楽器 の使用 などの工夫 も必要 とな る

と思われ る。

主題設定の理 由に も述 べた とお り,こ れ らの事例 は,教 材の選択を工 夫す る ことによ り,ど

の学年 でも取 り扱 うことが 可能 であ る。 この長所 を生か して,例 えば,音 楽 史を学習す るため

の ステ ップとして事例3を 行 う場 合には,各 時代 の楽 曲を教材 として選択すれば,そ れぞれの

時代の 楽曲の特徴 をつかみやすい し,つ なが りも見えて くる。 また,器 楽 合奏 や創作,即 興表

現へ の ステ ップ としては,ど ちらの事 例 も考え られ る。 つ ま り,題 材 や領域 に とらわれずに,

ね らいや活 勤内容が 自由に設定で きる利点が ある。

この二 つの事例 の実践 を通 して,「 興味 ・関心を も って,自 ら聴 こ うとする 」鑑賞 態度が,

わずかではあ るが,生 徒に芽生え てきたよ うに思われ る。今後,更 に研究 を深め,生 徒が生涯

を通 じて音楽を愛好 し,豊 かな生活を送 ることがで きるよ うに,「 聴 く喜び 」を味 わわせ る指

導 の充実を図 ってい きたい と考え る。
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Nま とめ と今後 の課題

「生涯 にわた って音楽を愛好す る心情 」の育成 を図 ることは,音 楽科 教育の大 きなね らい

の一つで ある。 この ことは,本 年 度の研究員一同が,日 頃 の教育 実践 の場 において も常に念

頭に置い てい ることであ った。 そ こで,本 年 度の研究主題 の設定 に当た っては,上 記のね ら

いを達成す るための中学校の音楽科指導 におけ る重要な役割 は何 か,と い う観 点か ら検 討を

重ねてい った。

中学 生の年 代は,生 徒 一人一人が 自ら好む音楽を も ち始 める時期 であ る。 このよ うな音楽

への興味 ・関心を大切 にしつつ,更 に,幅 広 い音楽へ の愛好心 へ と発展 させ るに は,何 よ り

もまず,生 徒が主体 とな って取 り組み,学 習す る喜 びを味 わ うことが で きるよ うな授業 にす

ることが大切で あると考え,標 記の主題を 設定 した。

「自主的に活動で きる生徒 」の育成は,例 えば,校 内の 合唱 コンクールにおけ る リーダー

の よ うな,一 部の生徒 のみ でな く,す べ ての生徒 に対 して行 われなければな らない もので あ

る。 その ためには,合 唱 中心の表現活動,楽 曲の聴取 のみの鑑賞活 動 とい った授業 か ら,表

現 と鑑賞,あ るいは,歌 唱,器 楽,創 作 の活動 の関連 を図 った授業への転 換を図 り,生 徒一

人一人の興味 ・関心 に応 じるとと もに,個 々の生徒が 活動 し活躍で きる場面のあ る指導 内容

・方法 にす る必要が ある。

このよ うな視 点か ら,歌 唱表現 を中心に扱 った もの1事 例,器 楽 表現を中心 に扱 った もの

1事 例,鑑 賞 を中心 に扱 った もの2事 例 を作成 した。

以 下に本年 度の研究 の成果 と今後 の課題 につい てまとめ ることにす る。

成果

(1)生 徒 が 自分 の得 意な分野 で活動 で きるので,よ り大 きな喜 びを得 ることがで きた。

② 生徒が 自由に音楽 作 りの工夫 を重 ねた結果,自 分の作 りたい音楽 を自分 で見つ け

る ことが で きた。

今後の課題

「自主性 を生か す 」ことが時 には 「放任 す る 」ことにもつなが りか ねない。 その よ

うな場合 には,生 徒が学 習の 目標 や方 向を見失 うお それ もある。 「自主性 を生かす 」

授業 こそ,綿 密な指導 計画 が必要であ る。 実証授業 におい てこ うい った問題点 にぶつ

か った場 面 も見 られたので,今 後,更 に研究 を深め,一 層充実 した指 導内容 ・方法の

確立を図 ってい きたい と考え る。
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